
１人１台端末の活用による実践事例 
学 校 名 岡山県立高梁高等学校 

実践者等 神田 俊朗 実践日 令和６年５月２３日 

実践場面 
（教科・科目（単元名）、学校行事等） 

公民・現代研究 

対象生徒（学年等） 普通科２年次 

育成を目指す資質・能力 
■知識・技能（技術） ■思考力・判断力・表現力等  

□学びに向かう力・人間性等 

分類 
授 業 中 

□クラウドやアプリの活用 □デジタルデータの保存    ■思考やデータの可視化  

■データの共有や共同編集 □対話を充実させる活用    ■思考を促す活用 

□表現を充実させる活用  □課題のやり取りと評価の支援 ■効率化や省力化 

□その他（     ） 

家庭学習 ■振り返り □探究 □反転学習 □補習・定着 

実践の内容 

【目標】 

１ ジェンダー・ギャップ指数＝GGI を軸に、世界各国と日本の現況を対比する 

２ 初歩的な処理でデータ間の相関関係調べを試みる 

【授業】 

１ GGI に関する説明（日本が国際的に下位に位置づけられた指数であること、など） 

２ 調査❶ GGI の階層別各国の、別の指数に関する順位調べ 

⇒Jamboard の各国ページに、各班が調べたことをまとめる 

３ 調査❷ ジェンダー・ギャップ指数と他のデータ数値との相関 

⇒３で調べた Jamboard 上の各国データ数値を観点ごとに班別でまとめ、Google 

スプレッドシート上に打ち込み、ジェンダー・ギャップ指数との散布図を作成して

相関の有無を確認 

４ データ数値同士の相関関係の確認とまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒階層別８カ国の GGI（横軸）と女性議員割合

（縦軸）の相関を調べるため、ある班が作成し

た散布図グラフ。両者に正の相関があることが 

読み取れる。 

 

【本時と家庭学習との連動】 

授業後、GGI と各指標との間の相関関係（正あるいは負）があった場合、その結果から

どういったことが読み取れるかを、生徒が各自で考え、意見を Google Forms で募り、

スプレッドシートに集約して、次回の授業で共有した。 
 


